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レー モ ン ・ク ノー の 『青 い花 』 に お け る歴 史

=物 語 の終 焉 あ るい は金 ,銀,鉄 の形 象(そ の1)
-1264年 お よび1439年 の物語 一

尾 形 弘 人

は じめ に

レーモン ・クノーの 『青い花』は,175年 の周期をもって過去から現在へ

と歴史を旅する中世封建貴族オージュの夢 と,ま さにこの作品が書かれてい

た1964年 のパ リ郊外に住 むシ ドロランの夢 とが,複 雑かつ巧妙に交錯する

物語である。二人の主人公は互いが互いの物語を予告し,反 復 し,書 き換 え

なが らテクス トの複層性を織 りなしてい くが,し かし,彼 らの在 り方はその

行動原理において際立った対称性を見せている。 『青い花』の注釈的役割 を

担わされた 『ひ とつの規範的な歴史』(以 下 『規範』)を 参照 して言えば1),

スキャンダラスな言動によって時の権威 にことごとく盾突 き,立 ち寄った五

つの時代 を暴力的に揺 さぶるオージュは,歴 史の 「嘆かわしい同一性」(H.

M.,p.91)を 解体す る 《外的な力forceext6rieure》 を寓意 していると言え

よう。 これに対 し,日 がな一 日飲 み食いしてはシエスタにまどろむだけのシ

ドロランは,「何 もしないことにいつ も何かを見つける」(F.B.,p.62)と い

う徹底 した無為性 によって,歴 史の差異化 を遅延 させ る 《慣性の原理prin-

ciped'inertie》 として振舞っている2)。実際はそう単純で はないが,『 青い

花』の精密 な読解を行 ったジャン=イ ヴ ・ブイユーも,観 想的で無為な人生

と活動的で実践的な人生 とを対置 し,「シ ドロラン とオージュは,風 刺 と

言っていいほど,二 つの態度 を具現 している3)」と述べている。

ところで,こ の同じ批評家 は 『青い花』の結末部分 について,登 場人物た
イ ス ト ワ 　 ル

ちは歴史=物 語を抜 け出 し,物 語の結末 は歴史の終焉 を意味すると結論づけ
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るとともに,こ れとは逆の読み方 も 「私が提示する読みを受 け入れようとは

しない人々の目か らすれば可能である4)」と注意深 く付言している。我々 と

しては,テ クス トを内に閉ざしてしまわないように,是 非 ともそのような読

者でありたいし,ま たあり続 けるべきだと思う。実際,以 前我々が 『規範』

について検討 した際に可能性 として提示 しておいた 『青い花』の読みは,彼

の見解 と鋭 く対立する ものであった5)。すなわち,未 完の まま刊行 された

『規範』 は,歴 史の完結な くしてはその全的な意味の開示はあ り得ない とす

るコジェーヴ=へ 一ゲル的な逆説 を,ま さしく未完 という形式 によって表わ

すもので,こ れが注釈 として与 えられている 『青い花』の円環的構造ないし

反復性 もまた,決 して言い当てることのできない歴史=物 語の終焉 を先延ぼ

しにするものと思われるのである。

我々はここで改めてこの問題 を検討 しようと思 うが,そ れにしても 『青い

花』 はあまりにも饒舌である6)。そこで本論で は,歴 史=物 語の終焉 をめぐ

る考察を最終的な目的としなが らも,ま ずは 『規範』 を参照先 として 『青い

花』の物語展開を冒頭から順に追 ってみたい。両テクス トの関連性 は明 らか

なのだか ら,こ の作業は作者が読者 に求める 《努力7)》という点では最 も慎

ましいものかもしれないが,し かし,あ えて戦略的にこれに徹 してみるとす

れば,ど うであろうか。つまり,単 に 『規範』が与えるとされ る補足的な情

報をテクス トのあちこちに読み取 るというのではな く,そ れが提示する歴史

のモデルそれ 自体 を強引にで も 『青い花』に当てはめて事 を進めれば,い か

なる読みが生 まれるのか。物語の多義性を前にして,我 々がまず知 りたいの

はこれである。『規範』の筋立てによって 『青い花』の読 みを拘束 してみた

場合,そ の読みは破綻するのか,そ れ とも筋立て どおり読みきってしまうの

か。

そのためにはまず,我 々の戦略的な拘束の内容を確認 してお く必要があろ

う。《ひとつの集団の正常な変遷の図表》(H.M.,p.71)を もとに 『規範』の

断片的な記述 を総合して要約すれぼ,我 々が読み取るべ きものは以下のよう

な歴史の筋立てである。
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1)あ る限定された地域における人間集団が,労 働することなしに無尽蔵

の食物を得る 《黄金時代》:食 物摂取に対する気安 さ,笑 いに満ち浴れ

た絶対的な幸福。

2)そ の地域 における人口増加や突発的な大災害などによって引き起 こさ

れる食糧危機:黄 金時代の終焉。

3)危 機の先延ぼし

a)人 口の減少ないし食物供給の回復 によってふたたび得 られる労働

なき飽食。ただし,将 来の危機を予見せざるを得ない擬似的な黄金

時代,す なわち 《銀の時代》。

b)集 団の全体ないし一部が起源の地 を離れ,新 たに労働なき豊穣 を

約束 して くれる土地へ と移住 し,予 見 され る危機を先延 ばしにする

もうひ とつの 《銀の時代》。

c)減 退的な解決法:食 物の消費を減 らすために,子 供や老人を犠牲

にして意図的に口減 らしをすること。あるいは,性 欲 を制限 し,出

生率 を下げること。 ここにおいても原初の気安 さはない。

4)先 延ぼしできない絶対的な危機

5)歴 史的な存在 として人問が選ぶ危機の回避策

d)労 働:人 間の不幸の全面的な認識。創意工夫=発 明によって,予

見 される危機 を回避 しようと努める真 に人間的な歴史,す なわち

《鉄の時代》。

e)戦 争や奴隷化:労 働は存在するが,こ れを他者に強いることによ

り自らは労働 を免れようとする解決法。

6)予 期せぬ大災害による滅亡(こ れはいつの時代でも起 こり得 る)。

もちろんこれが 『規範』のすべてではないし,食 糧危機の周期性や歴史の

反復性 といったものは捨象 してある。だが,「 食物摂取 と生殖 とい う問題に

対する,す なわち自己の種の運命 に対 する人間の原初 的な反応」(H.M.,p.

54)が 歴史 の基本的な要素であるとするならぼ,『規範』の筋立てに従って
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『青い花』の読みを拘束す るという当面 の目的のためには,以 上 を確認すれ

ば十分であろう。各項 の定義や意味づけはその都度確認することにして,

さっそ くテクス トを読み始めよう。

1-1.1264年(そ の1)=歴 史=物 語 の 冒頭 に 隠 され た鉄=労 働 の テ ー マ

まず は テ ク ス トの 冒頭 を見 よ う。

1264年9月25日,夜 明 け,オ ー ジ ュ公 は 城 の 天 守 閣 の て っぺ ん に

真 っ 直 ぐ立 ち,少 し ば か り歴 史 状 況 を凝 視 す る。[… …]地 平 線 に は,

疲 れ た ロ ー マ 人,コ リ ン トの サ ラ セ ン人,古 代 フ ラ ン ク族,孤 独 な ア ラ

ン人 の ふ や け た シル エ ッ トが 描 か れ て い た 。 数 人 の ノ ル マ ン人 が カ ル

ヴ ァ を飲 ん で い た 。(F.B.,p.13)

オージュが目にする過去の遺物は,栄 えては滅びていった人々の栄華の夢

を思わせる限 りにおいて,彼 の溜息 を誘い もしよう。 しか し,オ ージュを

「実に悲し く実に憂諺な気分」(F .B.,pユ4)に 沈めるこの歴史状況は,実 は

徹底 した言葉遊びによって書かれてお り8),軽 妙 な笑いが歴史の宿命性ない

し冷酷 さといったものを隠蔽 しているかのようである。実際,オ ージュも,

単なる 《語 呂合わせcalembour》 と化 してしまった歴史 を嘆 じ,「 ここか

ら抜け出す ことは絶対にないのか」(F.B.,P。14)と 問 うている。 これこそが

最終的に我々の答 えるべ き問い ということになろうが,と りあえずは歴史の

地平線に目を凝 らしてみよう。そうすると,言 葉遊 びの連鎖 を引き起 こした

最初のものに,否 応 なしに歴史の中へ と投げ込 まれた人間の姿が透けて見え

て くる。《疲れたローマ人Romainsfatigu6s》 とは,骨 の折 れる大仕事 を

意味する 《ローマ人の労働travaildeRomain》 の涙 りであ り,歴 史におい

て額に汗 して働 く人間の姿に他ならない。労働する人間の時代 を,ク ノーは

鉄の時代 と呼んでいる。 とす るならぼ,オ ージュの破壊性 を象徴する動詞

《ぶっ叩 くbattre》 を用いた言葉遊びの中に,ま さしく労働の隠喩たる鉄の
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形象が潜んでいることも看過できない。

彼 は 妻 をぶ っ 叩 き は しな い,故 人 だ か らだ,し か し三 人 い る娘 をぶ っ

叩 き,下 僕 を,女 中 を,じ ゅ うた ん を,い くつ か の まだ 熱 い鉄 鎖quel-

quesfersencorechaudsを,田 舎 を,貨 幣 を,そ して 結 局 の と こ ろ,

自分 の脇 腹 をぶ っ 叩 く。(F.B.,p.14)

つ ま りは 《鉄 は熱 い うち に打 てIlfautbattreleferpendantqu'ilest

chaud》 の 涙 りで あ る が,こ れ は先 の 《疲 れ た ロ ー マ 人 》 と相 ま っ て,さ り

げ な い 笑 い の 中 に,人 間 を真 に歴 史 的 な存 在 とす る労 働=鉄 とい う深 刻 な 問

題 を提 示 す る役 割 を果 た して い る 。 先 取 り して 言 え ば,全 体 で5度 言 及 さ れ

る鉄 の 三 つ まで が この 時 代 に 仕 組 まれ て お り,他 の 二 つ(「 鉄 の よ うな 灰 色

の背 広completgrisfer」 と 「有 刺 鉄 線filsdeferbarbe16s」)も わ ず か9

行 の う ち に,し か も 《労 働 者travailleur》 と い う語 を 挟 む 特 異 な か た ち で

用 い られ て い る(F.B.,p.45)。 つ ま り,起 源 の 笑 い を思 わ せ る言 葉 の戯 れ の

中 に,お よ そ遊 戯 とは正 反 対 の もの が 隠 さ れ て い る の で あ る。

1-2.1264年(そ の2):食 を嘆 く者,貧 り食 う者

さ て,気 晴 ら しの た め にオ ー ジ ュ は,し ば ら くの 問 ノ ル マ ン デ ィー の 城 を

離 れ,建 設 中 の ノ ー トル ・ダ ム を見 学 し よ う と首 都 パ リへ と旅 立 つ 。供 をす

る の は近 習 の ム ス カ イ ヨ と人 語 を操 る二 頭 の馬,饒 舌 な デ モ ス テ ー ヌ と寡 黙

な ス テ フ ァ ー ヌ 。 馬 上 で揺 られ るオ ー ジ ュ はや が て 深 く眠 り込 み,700年 後
もや

の パ リ郊 外 に住 む ひ と りの男 を夢 に見 る 。 「彼 は あ る大 都 市 の近 く,肪 い 綱

で 固 定 され た 平 底 船 に住 ん で お り,そ の 名 を シ ドロ ラ ン とい った 」(F.B.,p.

16)。 こ う して テ ク ス トはす み や か に 現 在 時(1964年)へ と場 面 を移 し,直

ち に シ ドロ ラ ンの 食 事 を語 りだ す 。 だ が,海 老 は鮮 度 落 ち,チ ー ズ は ま るで

石 膏,果 物 は 虫 食 い 。 満 た さ れ な い食 事 に 「ま た して も失 敗 だ 」(F.B.,p.

17)・の一 言 を残 し,シ ドロ ラ ン は デ ッキ の 長 い す に横 た わ っ て い つ もの 如 く
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シエ ス タ の 眠 りに入 る。 次 い で オ ー ジ ュ が 「まず い食 事 を し た よ うな 印 象 」

(F.B.,p.17)を も っ て 目覚 め る と,場 面 は す で に パ リ の城 門 の す ぐ近 く。

さ っ そ く宿 で 夕 食 を取 る こ とに す るが,彼 の 方 は 「た らふ く食 べ,そ れ か ら

床 につ い て 大 い に食 欲 が 満 た され て 眠 っ た 」(F.B.,p.18)。 この よ うな 夢 の

行 き来 を何 度 か 繰 り返 し,テ ク ス トは ふ た た び シ ドロ ラ ン の食 事 風 景 を語 り

だ す 。

プ リ ュ ヴ ィ ユ け

[… …]ア ン チ ョ ビー は雨 模 様 の古 い 鯨 で,腸 詰 も付 け 合 せ の林 檎 と

じ ゃ が芋 も見 た 目か ら して ぶ に ょぶ に ょ,ロ ッ ク フ ォ ー ル ・チ ー ズ は ナ

イ フ の下 で 軋 み,軟 らか なバ バ の ラ ム酒 は水 と しか 呼 べ な い代 物 。

シ ドロ ラ ン は溜 息 を っ き眩 く。

一 ま た して も失 敗 だ
。(F.B.,p.31)

相変わ らずの愚痴である。常々シドロランは美味 しい食事を楽しみたいと

欲 しているが,願 いはいつ も叶わず,繰 り返 され る期待はずれの食事に 《ま

たして も失敗だEncoreundefoutu》 と嘆 くしかない。 この口癖 はそ う

いった満たされない食 を表わす記号であり,シ ドロランの物語全体 をとおし

て6度 繰 り返 されている9)。対するオージュの食の記号 はといえば,同 じく
ひば り

6度 反復 される動詞 《貧 り食 うd6vorer》 が挙 げ られ よう。彼 は雲雀の煮
うなぎ

込 み を,干 した ジ ャ ム を,鰻 の ゼ リー 寄 せ を,パ テ を,ア ン ドゥイ ユ を貧 り

食 い10),2時 間 を費 や す 昼 食 も彼 に とっ て は 「か な り質 素 な もの 」(F.B.,p.

202)で あ る 。 一 方 の 嘆 き と他 方 の豊 満,対 称 的 な 二 人 の 食 の意 味 す る と こ

ろ は何 か 。 手 掛 か り と な る の は 『規 範 』 の 次 の記 述 で あ る。 「この 最 初 の 期

間,人 間 は耕 作 も労 働 もせ ず に 食 す 。 そ れ は 純 粋 に 貧 り食 う者d6vorant

で,掠 奪 す る者 で あ る」(H.M.,p.38)。 こ こで 最 初 の期 間 と は黄 金 時 代 に他

な ら な い11)。 とす れ ば,冒 頭 に お い て食 欲 が 全 的 に満 た さ れ る オ ー ジ ュ は,

この 幸 福 な 時 代 の住 人 とい う こ と に な る の だ ろ うか 。 そ う だ と断 言 し難 い の

は,オ ー ジ ュの 物 語 で 二 度 だ け語 られ る失 敗 した 食 事 の ひ とつ が,ま さ し く
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この同じ時代 に置かれているからである。

一 ボルシチがない としても
,と 公爵 は落ち着いて言 う,も つ料理 は

食べることがで きよう。

しかし料理人 はまわ りの動揺に押 されて,料 理 を火の中に落 としたと

ころだった。

一 またして も失敗だ!と 公爵はどなった。(F.B.,p.34)

パ リでの最後の食事で,不 用意 にも口を利 いてしまった愛馬デモステーヌ

が皆 を恐怖に陥れ,オ ージュは楽 しむはずの 「贅沢な料亭」(F.B.,p.31)の

自慢料理を食い損ねたのである。ここで彼 はシドロランの嘆 きの記号を口に

しているが,こ れ と同様 に重要であるのは,こ の食い損ないが先 に引用 した

シ ドロランの食事の直後 に置かれている点である。つまり,『青い花』の冒

頭 は,は じめに二人の主人公の対称性を強調 しておいて,す かさず両者の二

重性 ないし反復性を印象づけるのである。 さらに,こ こまではシドロランの

物語 にしか登場 しなかった 《ウイキ ョウの酒精essencedefenoui112)》 なる

ものが,こ の場面で2頁 の間に5度 反復 されることにより,二 人の関係性 を

よりいっそう目立たせて もいる。対称的かつ相 同的なオージュとシ ドロラ

ン,二 人はいったい何者なのか。

1-3.1264年(そ の3)=城 の 中,城 の 外

パ リ旅 行 の つ い で に聖 王 ル イ に謁 見 した オ ー ジ ュ は,準 備 中 の 第8次 十 字

軍 へ の参 加 を求 め られ るが,ノ ル マ ン デ ィー の 田舎 貴 族 は 断 固 とし て これ を

拒 ん だ 。 カ ル タ ゴ,聖 ア ウ グ ス トゥ ス,ユ グ ル タ,ス キ ピ オ ン,ハ ン ニ バ

ル,サ ラ ン ボ ー な ど を引 き合 い に 出 し,「 せ め て 歴 史 の 回 想 の た め に 」(F.

B.,p.25)と 説 得 して も,オ ー ジ ュ は頑 と して 聞 き入 れ な い。

一 いいですか,閣 下,私 は田舎の自分の小 さな城に引きこもったの
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です。そこで善 き神が悩 みの種 として私 に与 えた娘たちを育て,ダ ミ

エッタや他の遠い植民地か ら持ち帰 ったマラリア熱をいつ直るでもな く

手当てし,司 祭にして聖人君子,オ ネジフォール ・ビロ トン神父が聖成

の道へ と私を導いて くれます。 どうして,閣 下,そ うです,ど うして私

の小 さな田舎 を離れることなどありましょうか,次 の年 には大壷の中で

塩漬 けになった私を連れ帰ることになるというのに。(F.B.,p.25)

これ は策略に長 けたオージュの逃げ口上で,彼 は娘たちをぶっ叩 き,聖 王

がいみじくも言 うように 「元気溌刺」(F.B.,p.24)で,オ ネジフォール は

オージュとの殴 り合いをも辞 さない 「戦闘的な神父」(F.B,p.40)で ある。

だが,実 に奇妙なことに,こ こでのオージュは我々が先に示 したオージュ像

とは正反対 のものである。なるほど国王 に従わない という点では反抗的であ

るが,「 自分 の小 さな城 の安楽な生活confort」(F.B.,p.26)の ために十字

軍を拒否する彼は,歴 史を突き動かす外的な力 というよりは,む しろそれを

停滞させる慣性の原理を思わせる。 これはどういうことなρか。 ここで もう

一度
,動 詞 《貧 り食 う》の分布を見 ると,6度 の使用のうち4度 までが彼の

城での食事の場面 に見 られる。 この割合が高いかどうかは判断しかねるとこ ・

うだが,オ ージュが心置 きな く胃袋 を満たすノルマンディーの城は,や はり

食が全的に満たされる黄金時代の風景 を強 く思わせよう。 ここで も即断は避

けるが,そ のような起源の場の住人であるとすれば,彼 が十字軍を拒み自分

の城 に留 まりたい と望むのも当然であろう。 とい うの も,「集団はどれ も,

それがその前に身をおいていた状態に留まろうと試みる」(H.M.,p.57)か

らで,そ れが この上なく幸福 な場であれば尚更のことである。

しかし,今,オ ージュは城の外にいるのである。十字軍 を準備する聖王ル

イが中心に君臨するパ リ,そ こはどのような場なのであろうか。

リュイ

[… …]彼,ル イ は,ダ ミエ ッ タ とマ ン ス ー ル で 私 が い か に彼 に
リュイ

仕えたか忘れていない。植民地での戦争の何たるか,彼,ル イは知って
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リュイ

い る し,私 の こ と を分 か っ て い る6彼,ル イ は そ こ に 戻 りた が っ て い

リュイ

る。 そ れ は彼 の 問題 だ 。 彼,ル イ は私 と は異 な る 。 彼 は敬 度 な 男 で,い

つ の 日 に か 彼 の名 が カ レ ン ダ ー に見 られ る こ とだ ろ う[… …]。(F.B.,

P.27)

『規範』 によれぼ
,こ こで言及されている植民地 とは 「鉄の時代 に固有 の

複合的な解決法」(H.M.,P.53)の ひ とつで,他 者 に労働 を課する奴隷化 の

緩やかな形式である。 とするならば,こ れを企てる聖王ルイが統治するパ リ

は,す でに労働が知 られている鉄の時代 を表わしているのではなかろうか。

実際,オ ージュが首都パ リに旅立ったのはノー トル ・ダムの 《工事=労 働

travaux13)》 を見 るためであった。っ まり,そ こは労働が進行中の場,本 来

の意味での歴史が展開されている場である。それ故,オ ージュが語っている

ことは,自 分は鉄の時代の人間ではない,歴 史 に名 を残すような労働 はご免

だ,と いうことに他ならない14)。とすれば,こ の上なく安楽で全的に食が満

たされるノルマンディーの城 は,黄 金時代 とは言わないまで も,少 な くとも

パ リに表象され る鉄 の時代以外の何物かであり,逆 に言えば,オ ージュはパ

リという他なる場所で,あ の嘆きの食 を経験 したことになる。デモステーヌ

にしても,オ ージュの 「美味しい干草,美 味 しい藁,素 晴らしい燕麦 を我が

馬たちに食べさせ るように」(F.B.,p.33)と の命令 を果たさない馬丁 に文句

を言っただけで,理 由を知った主は,お まえは正 しい,と 許 して しまうので

ある。オージュが住 む世界では,た とえ馬であって も食は満たされ るべきも

の らしい。実際,城 に戻った時,「 その見慣れた光景は公爵を大 いに安心 さ

せた」(F.B.,p.40)の であって,城 の外 と中は二つの異なる世界なのであろ

う15)。

1-4.1264年(そ の4):城 の中,黄 金の横溢

結局,前 回の十字軍の手柄 により今回は参戦 を免れたオージュだが,卑 怯

な田舎貴族に憤ったパ リの住民が腐ったタマゴや萎びた トマ トを浴びせかけ
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てきた。剣を振 りかざして民衆 を蹴散 らすオージュ。だが,安 堵 も束の間,

今度はデモステーヌの件で妖術師扱いされて,ま たして も大立ち回 り。 さら

に,パ リ市外へ出るために巡査とも一悶着。ただ単 に自分の城 に帰ろうとし

ただけなのに,何 かがそれを許 さず,つ いにオージュの物語が動き出す。そ

の何か とは,自 分の城で慣性の原理に埋没 しているオージュを突き動かし,

対立 し,破 壊 しようと介入 して くる外的な力に他ならず,王 の軍隊 という具

体的なかたちをとって,十 字軍 を拒否 したオージュを否応なしに歴史の舞台

に引きず り出そうする。

地平線 に王の保安部隊の分遣隊が現れた。見張 りがオージュ公に知 ら

せに来て,彼 は必要な命令 を下した,ビ ロ トン神父が目を覚ますほどの

大声で怒鳴 りながら。

一 保安部隊のご到着だ
,と 公爵は揉み手 しなが ら言 う,奴 らをぶっ

殺 してやろう。(F.B.,p.53)

城 に通された代令官 は,オ ージュの手により天に召された民衆のために祈

り,一 人 あた り100エ キュの罰金 を納 めるか,あ るいは十字軍 に参戦す る

か,ど ちらかを選ぶ よう,王 の命令を伝える。極めて示唆的であるのは,こ

の場面において,と いうことはオージュの城の中において,「精製 された純

粋で混ぜ物のない金でできた トゥール製金貨6custournoisd'orraffin6pur

etsansalliage」 というまった く同一の表現が5頁 の間に6度,執 拗に繰 り

返 されることである16)。この純粋 な金の過剰 なまでの反復は,こ れ まで保留

を重ねてきた我々の読みにとって決定的である。 この金貨 はオージュの安楽

な暮 らしを保証するものであり,そ れが城の中に満ち溢れているのが彼の見

慣れた光景なのであろう。豊富な金によりひたす ら貧 り食 うことを許す この

城 はやは り黄金時代の隠喩に他な らず,オ ージュは,少 な くとも城 の中で

は,起 源の幸福な人間の後喬 として 『青い花』に登場 してきたのである。

繰 り返すが,黄 金時代 の定義 は労働なき飽食である。そのような場に生 き
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る者にとっては,た とえ他者に課する労働ではあっても,労 働の存在自体が

否定され るべきであろう。実際,十 字軍=植 民地戦争な ど真っ平 ご免のオー

ジュは,幾 ばくかの出費で事が済むのならばと,王 に自分の黄金の一部を差

し出す ことも考えた。だが,そ の大部分が遺族への見舞いではな く十字軍の

準備 に費やされること,そ の場で支払 うべき前金がかな りの額であること,

その額が 「増 えこそすれ,減 ることは決 してない」(EB.,p.57)こ とを知 る

に及んで,オ ージュはっいに腹 を決める。

一 畜生 め!と っいに公爵は叫んだ,決 心はっいた,聖 王 はわ しの

精製された純粋で混ぜ物のない金でできた トゥール製金貨の色 を見るこ

となどない,灰 まみれのミサを聞いた りなんかするものか,我 らが父マ

リアに告白すpatrav6fiteorsな んて長々と言ったりするものか17),十 字

軍 になんか加わるものか。 ここか ら出て行け,空 威張 りの保安部隊め!

(F.B.,P.57)

オージュが黄金時代の人間であるとすれば,失 う金貨が増えこそすれ減 る

ことはないということは,人 口が増 えて食物が減るこ とはあっても,そ の逆

はない ことを意味する。かつて労働 を知 らない幸福な一組の夫婦がいて,時

とともに増 え続 ける子孫 も起源の場 を離れず,し かも 「偶発的な死亡原因は

排除されてお り,人 はそこで 《老衰で》死 ぬ」(H.M.,p.45)と いうのが黄

金時代のイメージであ り,こ うして増え続 けた人口がやがて決定的な食糧危

機 を引き起 こす というのが,そ の破局のシナ リオなのだか ら,オ ージュが代

令官を自分の城か ら追い出すのは当然であろう。十字軍参戦はすなわち労働

の受け入れであり,労 働の拒否 はすなわち莫大な金貨の喪失を意味する。っ

まり,前 金の増額 をちらつかせて十字軍参戦 を強要する代令官のや りかた

は,い ずれにせよオージュの黄金時代に重大な危機 をもた らすのである。

こうしてオージュは聖王ルイと全面対決 に入ることとなるが,し かし,狡

猜な歴史 は狙 いどお りに彼を歴史の表舞台に引きず り出した と言えるのだろ
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うか 。 確 か に 《代 令 官=先 触 れh6raut》 に よ っ て オ ー ジ ュの 物 語 は動 き 出

した か の よ う に見 え るが,し か し,そ の 目的 は黄 金 時 代 に留 ま り,真 に歴 史

を そ の 名 に相 応 し い もの とす る労 働 を拒 絶 す る こ とに あ る。 つ ま り,動 き始

め た 歴 史 の流 れ を食 い止 め るた め に オ ー ジ ュ の物 語 は動 き出 し た の で あ り,

逆 説 的 な 歴 史=物 語 の 始 ま りで あ る。 実 際,王 の 軍 隊 の 到 来 を知 ら さ れ て

「何 とい う話 だQuellehistoire!」(F
.B.,P.54)と 事 態 を嘆 くオ ネ ジ フ ォー ル

に 対 し,代 令 官 を 追 い 出 した オ ー ジ ュ は,「 私 に馬 鹿 な 話 を し て は な ら ぬ

IInefautpasmeraconterdeshistoires」(EB.,p.58)と 叫 ん で い る。 つ

ま り,歴 史=物 語 な どは ご免 だ と叫 ん で い る わ けで,王 に 盾 突 くオ ー ジ ュ は

城 の外 か ら見 れ ば極 め て危 険 な存 在 か も しれ な い が,彼 自身 は城 の 中 の 安 楽

を手 放 す ま い と,慣 性 の 原 理 に従 っ て い る だ けな の で あ る。

1-5.1264年(そ の5):黄 金時代の終焉の暗示

ここで強調すべきは,黄 金時代 を象徴する金 の執拗 な反復が,1264年 の

物語の結末近 くに置かれていることである。すなわち,こ れはむしろ黄金時

代の終焉 を暗示 しているのではなかろうか。だが,そ う言 えるためには,黄

金時代 の永続性 に疑 いを持たせ るような危機が必要である。 というのも,

「何人かの人間が最初 の時期に終わ りをもた らした ものに類する危機ないし

大災害 を予見す ることができる(こ れは最初の時代では不可能である。なぜ

ならば彼 らは想像力を養 うための要素 をもたないか ら)よ うになる時がやっ

て来 る」(H.ua.,p.27,強 調はクノー)か らである。 ここで俄然意味 を増 し

て くるのが,先 の食べ損なった食事のエピソー ドである。城の外であるとは

いえ,い や外であるか らこそ,オ ージュは食の危機 を経験できたわけで,城

の中では想像 し得 ない危機の予見をパ リという他所で学んだのである18)。実

際,籠 城 を決め込んだオージュはこう述べている。

一 用心はしておいた。わしが蓄 えておいた もので,実 にキ リス ト教

精神溢れる王が十字軍に行って戻って くるまでの時間は耐 えることがで
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き よ う,も し戻 っ て くれ ぼ の話 だ が 。(F.B.,p.59)

黄金時代の人間は将来 に備えて 《用心pr6cautions》 する必要はな く,ま

た,後 に見 るシ ドロランのス トックにも通ずる 《蓄えr6serves》 は危機 の

予見なしには不可能である。いわばオージュはパ リでの経験を活かして来る

べ き危機を想像 し,起 源の幸福な場に住む者 として,あ り得るか もしれない

黄金時代 の終焉 を避 けるべ く用心 し蓄 えておいたのである。実際,今 や,

「王 の保安部隊は,城 の城壁か ら適切な距離 をとって,公 爵,彼 の臣民,彼

の家畜の食糧補給用の食べ物に手をつけ始めた」(F.B.,pp.58-59)の であっ

て,避 け難い食の危機が,黄 金時代の破局の予兆が,城 の外か ら忍び寄って

いることは確かであろう。こうして,オ ージュの1264年 の物語 は,「 もし必

要 とあらぼ,人 間の肉を食 うことにしよう!」(F.B.,p.59)と いう何 ともス

キャンダラスな言葉 を残 して幕 を閉 じる。この人食 いの意味を知 るた めに

は,175年 の長 き眠 りにつ くオージュの目覚めを待たなければな らない。果

た して金は守 られ,食 は今後も満たされるのだろうか。

1-6.1264年(そ の6)=仕 掛 け られ た 銀=銀 の 時 代 の キ ャ ンパ ー

以 上 の よ うな オ ー ジ ュ の物 語=歴 史 を夢 に見 て い る シ ドロ ラ ン の 日常 に何

か 変 わ つ た こ とが あ る とす れ ぼ19>,キ ャ ンパ ー 達 の 訪 問 が 挙 げ られ よ う。 彼

の 平 底 舟 の 近 く に 「キ ャ ンパ ー の た め の キ ャ ン ピ ン グ の キ ャ ン プ場carnps

decampignepourlescampeurs20)」 が あ っ て,キ ャ ンパ ー 達 が しば し ば道

を尋 ね に 訪 れ る の で あ る。 シ ドロ ラ ン 自身 が 「重 要 で は な い ち ょっ と した 出

来 事 」(F.B.,p.23)と 言 う よ う に,そ の 意 味 は まだ ま だ漠 とし て 吟 るが,し

か しテ ク ス トに お い て 初 め て 《銀=お 金argent》 に言 及 され る次 の 場 面 は

見 過 ごす わ け に はい か な い だ ろ う。

一 それで,あ なた方 はどうやって移動するのですか,と シ ドロラン
ス ト ツ プ

は 尋 ね た 。 徒 歩,馬,車 で す か?ヘ リ コ,自 転 車,ヒ ッチ で す か?
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[・・… ・]

オ ヒ ト ス ト ッ プ
ー もち ろ ん ヒ ッチ ハ イ ク で す

。

一 私 は 時 々 オ ー トタ ク シ ー で 旅 行 し ます
。 経 済 的 で は な い で す け

ど。

一 お金argent、 な ん か ど うで もい い の で す
。(F.B.,p.21)

テ ク ス ト全 体 で11度 言 及 さ れ る 《argent》 は,こ の 時 代 の物 語 に は こ れ

しか な い。 こ こで は お金 とい う意 味 で 用 い られ て い る にせ よ,キ ャ ンパ ー が

これ を 口 に す る こ とは 実 に示 唆 的 で あ る。 注 目す べ き は,シ ドロ ラ ンが 彼 ら

に 「可 愛 い小 鳥 さ んmespetitsoisillons」(F.B.,p.20)と 呼 び か け,ま た

別 の キ ャ ンパ ー も 自分 の こ と を 「愚 か な娘=雌 鳥oiselle2i)」(F.B.,p.39)

と称 して い る 点 で あ る。 さ ら に,秋 も深 ま る や 彼 ら は 「移 住migrerし 始 め

る」(F.B.,pp.165,166)が,こ の動 詞 に つ い て も典 型 的 な 渡 り鳥 の ツバ メが

引 き合 い に 出 され て い る(F.B.,p.214)。 とす れ ぼ,《 キ ャ ンパ ー=渡 り鳥 》

とい う等 式 は,い か な る点 に お い て 成 立 す る の か 。 渡 り鳥 が 季 節 に よ っ て移

動 す るの は生 殖 とい う 目的 も あ ろ うが,や は り よ り豊 富 な食 物 を得 るた め で

あ ろ う。 とす れ ぼ,キ ャ ンパ ー 達 は,労 働 な くして 食 物 が 得 られ る場 に移 動

す る銀 の 時 代 の 人 間 を 思 わ せ は しな い だ ろ う か 。 だ が,何 故 こ こ で キ ャ ン

パ ー は 銀=お 金 に つ い て 否 定 的 な 返 答 を し て い る の か 。'その 答 え は,後 に

オ ー ジ ュが キ ャ ンパ ー と して シ ドロ ラ ン の時 代 へ と到 達 す る時 に 明 らか とな

ろ う。

い ず れ にせ よ,オ ー ジ ュの 物 語 の 冒 頭 に鉄 が 密 か に嵌 め込 まれ て い た よ う

に,シ ドロ ラ ンの 物 語 に も伏 線 と して 銀 が 仕 掛 け られ て お り,オ ー ジ ュの 黄

金 の横 溢 以 前 に鉄 と銀 が す で に登 場 して い た こ と に な る。 だ が,こ れ は我 々

の 拘 束 的 な読 み を否 定 す る もの で は な い 。 冒頭 の オ ー ジ ュ にお け る鉄 以 外 は

す べ て シ ドロ ラ ン の 物 語 に 登 場 す る もの で,ま た,例 外 的 な オ ー ジ ュ の 鉄

も,詰 ま る と こ ろ は言 葉 の遊 びで しか な く,や は り城 の 中 に満 ち溢 れ る黄 金

が この 時 代 を 象徴 す る形 象 で あ る と言 え よ う。
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II-1.1439年(そ の1)=黄 金 時 代 の 延 命

さ て,時 代 は1439年 に移 っ た22)。 聖 王 ル ・fとの戦 は ど うな った の で あ ろ

うか 。 「保 安 部 隊 は,も は や 荒 廃 し た 墓 しか 残 っ て お らず,苔 が そ れ ら を蝕

ん で お り,も う み ん な す っ か り忘 れ て し まっ て い た,ル イ9世 御 方 の 時 代 の

戦 で 死 ん だ 保 安 部 隊 の こ とな ど」(F.B.,p.66)。 ど うや らオ ー ジ ュ は 王 の攻

撃 に耐 え抜 い て,175年 の 眠 りに つ い た ら し い。 そ の 語 られ ざ る部 分 に お い

て百 年 戦 争 を闘 った オ ー ジ ュ が い よい よ 目覚 め,先 の 時 代 と同様,城 の天 守

閣 の砲 床 か ら,「 少 し ばか り歴 史 状 況 を凝 視 す る」(F.B.,p.67)。

一人のゴドンも視界にはおらず,ど の沿岸か らにせよ,ど の国か らに

せよ,軍 人は一人 もいなかった。無人 と言ってさえよかった。百姓がち

らほら,あ ちこち荒れ果てた土地をほじくり返 していたが,こ の風景の

中では物の数には入らず,か ろうじて見える程度だった。(F.B.,p.67)

彼が見たものはもはや言葉遊びではない。笑 う力 もなく飢謹 に苦 しむ城外

の人々である。オージュは溜息 をつきはす るが,目 覚めて最初 にした こと

は,雲 雀の煮込 みを貧 り食 うことであった23)。「こいつはまった く美味だ」

と叫び,「 だが,串 刺 しにしてロース トした五歳の子供ほ どではない」 と冗

談 に興じるオージュ(F.B.,p.67)。 またして も人食いのテーマであるが,い

ずれ にせ よ,城 の中はいまだ安泰で,と りあえず金は守 られた らしい。だ

が,我 々 としては,食 事 を待たせ る料理人 に 「おまえのせいで腹が空 くtu

medonnesfaim」(F.B.,p.69)と 愚痴 るオージュにやや不安 を覚 える。あ

の失敗 した食事の際にも空腹 という語を発 しなかったオージュが,こ こで初

めて,し かも自分の城 の中で,お よそ彼には似合わない この言葉 を口にした

のである。果た して黄金はいまだに潤沢なのだろうか。 とはいえ,オ ージュ

の束の間の空腹は干 したジャムを貧 り食 うことによって直ちに癒され,や は

り城の中はまだ まだ安楽 らしい。だが,人 食いを冗談の種にして笑ってぼか

りもいられないことは,オ ージュ自身が知 っている。
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一 我々の良き友 ジルの訴訟は,我 々の勢力をそぎ,我 々を命令 に従

わせるための反封建的で陰険な手段を予告するものだ。(F.B.,p.69)

ジ ャ ン ヌ ・ダ ル ク の 指 揮 の下,オ ー ジ ュ と と もに百 年 戦 争 を戦 っ た 若 き元

帥 ジ ル ・ ド ・レ は,武 勲 む な し く,い まや 人 食 い の罪 で裁 き を待 つ 身 とな っ

た。 だ が,オ ー ジ ュ に 言 わ せ れ ば,こ れ は 国 王 が 封 建 貴 族 を去 勢 す るた め に

仕 掛 け た 罠 だ,と い う の で あ る。 こ う し て,《 何 と い う 時 代 だ!Quelle

6poque!》 と叫 び,オ ー ジ ュ は ジ ル ・ド ・レの 解 放 を 国 王 シ ャ ル ル7世 に要

ケ ル 　 エ ポ ッ ク

求 す べ く首 都 パ リへ と旅 立 つ と と に な る。 が,実 際,ど の よ うな 時 代 な の だ

ろ うか 。 これ に答 え るか の よ うに描 か れ る の が,シ ドロ ラ ン の物 語 にお い て

3頁 の 間 に5度 反 復 され る 《argent》 で あ る24)。 ひ とつ だ け 場 面 を 飛 ば し

て,先 に こち ら を見 て お こ う。

II-2.1439年(そ の2):銀 の 時 代 の 予 兆

あ る 日,キ ュ ヴ トンな る見 知 らぬ 男 が,シ ドロ ラ ンの 娘 ラ メ リー との結 婚

の許 し を求 め にや っ て来 た 。 彼 は 義 父 と平 底 舟 で 同居 す る こ と も考 え て い た

が,シ ドロ ラ ン は,他 の 二 人 の娘 も結 婚 後 に は出 て行 った,と の 理 由 で これ

を拒 否 す る。 キ ュ ヴ トン は 「い ず れ にせ よ不 足 し て い るの は場 所 で は な い」

(F.B.,p.78)と 反 論 す るが,し か し,シ ドロ ラ ン の凡 庸 に も思 わ れ る言 い分

に も深 い意 味 が 隠 さ れ て い る の で は なか ろ うか 。 シ ドロ ラ ン の住 む 平 底 舟 は

《ラル シ ュL'Arche》 と も呼 ば れ て い るが,こ の 《箱 舟arche》 は肪 い 綱 で

岸 に繋 が れ 「ま った く動 く こ とは不 可 能 」(F.B.,p.184)で,ま た 別 の と こ

ろで は 「大 き くは な い が,船 の上 で は,お 分 か りの とお り,場 所 は常 に 限定

され て い る もの 」(F.B.,p.145)と も述 べ られ て い る。 これ ら は 『規 範 』 が

記 述 す る 《列 島archipe1》 を思 わ せ は し な い だ ろ うか 。 す な わ ち,「 列 島 の

場 合,第 二 の集 団 の い くつ か が 移 住 す る こ と は 自明 の こ と」(ll.M.,p.84)

で,結 婚 に よ る人 口増 加 が 引 き起 こす 食 糧 不 足 を避 け るた め に,二 人 の娘 は

起 源 の箱 舟=列 島 を離 れ た の で あ る。 さ ら に,キ ュ ヴ トン本 人 の 語 る と こ ろ
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によれば,パ リ交通公団のバス運転手 という職業柄,「 あらゆる路線の右に

も左 にも子供の種 を蒔 くことは造作 もない」(F.B.,p.78)こ とで,し かも,

.彼の祖父 は合法 ・非合法,少 な くとも72人 の従兄弟 を彼に残 したという。

環境 も才能 も申し分ない。実際,ラ メリーはすでに彼の子 を宿 しているらし

く,も し彼 と同居 となれぼ人口の爆発的な増加 もあ り得る。やはり将来の食

糧危機を避 けるためにも,彼 を一緒に住 まわせるわけにはいかないだろう。

結局,郊 外の一戸建てを探すことに話 はまとまるが,し かし先立つものが

必要である。そこで運転手はおずおず と 「昔,持 参金 と呼ばれていたもの」

(F.B.,p.81)を 求めるが,娘 に代わる家政婦を雇 うつ もりのシドロランに金

をだす気 は毛頭ない。

一 さ あ
,さ あ,と シ ドロ ラ ンが 付 け加 え る,ま さか あ な た は お 金 の

こ と しか 頭 に な い 男hommed'argentだ と主 張 す る つ も りは な い の で

し ょ う?

一 もち ろ ん違 い ます
。 そ れ に三 つ 子 の姉 妹,何 と言 っ て も三 つ 子 の

姉 妹 で す,私 は き っ と新 聞 に 写 真 が 載 っ た り,テ レ ビ の ニ ュー ス に取 り

上 げ られ るチ ャ ン ス さ え 得 られ るか も。 そ う は 思 い ま せ ん か?(F.B.,

P.82)

先のキャンパー と同様,こ こでも 《argent》 はお金の意味で用いられてい

るが,シ ドロランの問い掛けは我々の読みにとって極めて示唆的である。あ

り得たか もしれない黄金時代の終焉 を夢に見たシドロランが,こ の新参者に

ついて,次 に来 るべ き銀の人間なのか,と 問うているのである。キュヴ トン

は即座 に否定 しているが,こ れは当然 と言えぼ当然であろう。なにしろ彼は

労働 を知っているのだから25)。しかし,も しラメリーが三つ子の姉妹でなけ

れぼ,ど うであっただろうか。結婚 に対す る彼の迷いを見れぼ26),持 参金を

諦めて も見返 りにある種の名声が期待され るが故 に,キ ュヴ トンは彼女 との

結婚 を決意 したようにも思われる。つまり,こ の稀有な条件がなけれぼ,逆
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の答 えが,す なわち銀の時代の肯定が,彼 の口か ら発せ られていたかもしれ

ないのである。いずれにせよ,実 に危うい問い掛けがなされている問,そ の

裏側のオージュの物語で,黄 金時代から銀の時代への移行が用意されつつあ

ることは,大 いにあり得 るだろう。 しかし,そ う言えるためには,決 定的な

食の危機が必要である。今の ところオージュはそのような危機を知 らない。

1264年 の食 い損ねた食事にしても城の外での経験であったし,1439年 の城

の中での束の間の空腹 も食の嘆きには至 らなかった。 このようなものとは根

本的に次元を異 にする決定的かつ絶望的な危機 を,果 たしてオージュは経験

するのであろうか。

II-3.1439年(そ の3):黄 金時代の末期症状

話は囚われの人食い元帥の解放であった。パ リに向かう途中,「 一口ごと

に薄色の赤ワインを一飲みしつつ鰻のゼ リー寄せを貧 り食いなが ら」(EB.,

p.73)夕 食を待つオージュは,居 合わせた一人 の貴族をテーブルに招 き,こ

の上な く豪勢な食事 に舌鼓を打つ。 まずは,マ カロン,洋 ナシ,臓 物の三種

のポタージュ。次 はロース トを若芽のソースとナツメグのソースで。 さらに

香辛料が効いた二つめのロース ト。仕上 げに干 したジャムと砂糖菓子 をい く

つか。「あた りの街中は飢饅であるが,や はり食事 はきちんと終えねぼなら

ぬ」(F.B.,pp.73-74)と は,何 という余裕であろうか。今,彼 は城の外 に

いるのである。 しかも,あ た りは飢謹に見舞われ,先 のパ リでの食事 よりも

遥かに食の危機に近いはずである。それなのにこの豪奢,こ の健啖。やはり

オージュの食 は満たされ続けるように見 える。 しかし,皮 肉にもこの実 に豪

華 な食事がきっか けとなって,オ ージュの城はふたたび食の危機 に近づ くこ

とになる。ジル ・ド・レの解放 もそうであるが,そ もそも国王がイギリス人

から取 り返 してやった首都パ リにはおらず,ロ ワールの城に居 を構えている

ことを知ったオージュは,食 を共にしたこの貴族 と仲間達が企てたシャルル

7世 への謀反に加わるが,同 志はことごとく間抜 けで,頼 みの王太子(後 の

ルイ11世)に も裏切 られ,結 局,彼 一人がフランス国王 に歯向か うことに



レーモン・クノーの 『青い花』 における歴史=物 語の終焉あるいは金,銀,鉄 の形象(そ の1)55

な っ た 。 ま た して も籠 城 で あ る。

一 わ しは身を守 る必要があるのだ,友 よ。わしは今 日か明日か と王

の保安部隊を待ちうけておるが,踏 んづけられてぺっちゃんこは望まぬ

が故,用 心して現代の発明品と最新作を買っておいた。(F.B.,p.86)

先 の 聖 王 ル イ との 戦 と同様,オ ー ジ ュ は相 変 わ らず 用 心 を怠 らず,大 砲 と

銃 器 を購 入 して お い た 。 これ は賢 明 で あ る。 しか し蓄 え の 方 は ど うで あ ろ う

か 。 これ らの武 器 は高 くつ い た は ず で あ る。 城 の 食 卓 を よ く知 る料 理 長 は こ

う打 ち明 け て い る。 「私 が 扱 え る蓄 え で は,身 分 の 高 い 方 々 の 三 十 人 分 も ま

か な え な い で し ょ う」(F.B.,PP.91-92)。 シ ドロ ラ ンが 銀 の 人 間 の 可 能 性 を

問 うて い る問,オ ー ジ ュ の 黄 金 は これ ほ ど ま で に 逼 迫 して い た の で あ る。 と

ころ が 当 の城 の 主 は,宗 教 会 議 か ら戻 っ て き た オ ネ ジ フ ォー ル 達 の歓 迎 に,

彼 ら 目が け て大 砲 を放 っ て は悪 ふ ざ け に興 ず る だ けで,一 向 に意 に介 して い

な い よ うで あ る。 だ が,自 分 の城 の安 楽 を守 るた め の,言 い 換 え るな らぼ,

歴 史 と の 関 わ り合 い を 拒 む た め の 《現 代 の 発 明 品 と最 新 作inventions

modernesetderni6resnouveaut6s》 は,歴 史 が 歴 史 た る 由縁 の もの に他 な

らな い 。 『規 範 』 に は,歴 史 は単 調 で あ る が,「 しか し,ど こか に新 しい 何 か

が,現 実 に歴 史 の 本 質 を な す 何 か が あ る。 そ れ は諸 々 の 発 明 品 で あ る」(H.

M.,p.92)と あ る。 「私 は 教 皇 派 で 封 建 制 度 派 だ 」(F.B.,p.87)と 宣 言 し,

王 権 が増 大 す る こ とを是 とす る 「現 代 的 な思 想id6esmodernes」(F.B.,p.

87)を 嫌 悪 す る 限 りに お い て,こ こで もオ ー ジ ュ は慣1生の 原 理 で あ り続 け る

が,し か し,彼 が 頼 り とす る もの は,皮 肉 な こ とに城 の外 側 で 絶 え ず 新 しさ

を増 す 歴 史 の産 物 な の で あ る27)。オ ー ジ ュ は 「幸 い に もわ し に は 可 愛 い 大 砲

が あ る。 さ あ,お 前 が 戻 って き た の だ か ら,も う話 は よ して[=歴 史 は い ら

な い か らpasd'histoire],わ し に 神 の 加 護 を祈 って お くれ 」(F.B.,p.87)

と,相 変 わ らず 歴 史 を城 の 外 に排 除 し よ う とす るが,抗 し難 い 歴 史 の 流 れ は

大 砲 と銃 器 と して す で に城 の 中 に まで 入 り込 ん で い る の で あ る。 先 の 料 理 長
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は い み じ く も 「あ な た が 被 っ た ク ル ヴ リ ン砲 は ま だ ま だ 始 ま り に過 ぎ ませ

ん。 この 辺 りは い ず れ 激 しい戦 とな り ま し ょ う,し か も そ う遠 くな く」(F.

B.,p.91)と 語 っ て い る。 つ ま り,城 の蓄 えが 残 り少 な い こ とを知 る彼 は,

前=歴 史 的 な 黄 金 時 代 が い よ い よ終 焉 に 近 い こ と を灰 め か し て い る の で あ

る。

II-4.1439年(そ の4)=前 半最後の金 と隠された銀 と鉄,あ るいは瀕死

の黄金時代

このように読み進 めるならぼ,次 に用意されたシドロランの場面に,金 が

ぼっんとひ とつ目立たないところに置かれていることも,実 に意味深いこと

ではなかろうか。彼 は友人の女街アルベール と待ち合わせ をした居酒屋 『酔

い』に赴 く。次はその内装の描写である。

[… …]実 際,そ の 装 置[=ネ オ ン灯]の 機 能 に は ち らつ き が あ り,

1791年 に チ ャ ー ル ズ ・タ ウ ン(マ サ ッチ ュ ー セ ッ ツ)で 生 ま れ,1872

年 に パ キ プ シで 没 した例 の 有 名 な ア メ リカ人 画 家 に よっ て 発 明 さ れ た あ

の ア ル フ ァベ ッ トで信 号 を送 っ て い るか の よ う に思 わ れ る こ と もあ る。

奇 妙 な 偶 然 の一 致 に よ り,シ ドロ ラ ン の頭 の ち ょ う ど真 上 に は,サ ミュ

エ ル ・フ ィ ン リー ・プ リー ズ ・モ ー ス の 瀕 死 の ヘ ラ ク レス の 複 製 が掛 け

られ て お り,彼 は1831年 に ア デ ル フ ィ芸 術 協 会 の 金 メ ダ ルm6daille

d'orを 獲 得 し た の で あ っ た。(F.B.,p.95)

直 前 の オ ー ジ ュ の 物 語 との 関 連 に お い て,こ の記 述 が 奇 妙 な 偶 然 の一 致 で

な い こ と は明 らか で あ ろ う。 チ ャ ー ル ズ は シ ャ ル ル の 英 語 名 で あ り,モ ー ル

ス信 号 とい う発 明 に言 及 さ れ る の も,オ ー ジ ュ が大 砲=発 明 品 を購 入 した か

ら に他 な らな い。 それ 以 上 に興 味 深 い の は,こ の場 面 に お い て 三 度 繰 り返 さ

れ る 《サ ミ ュエ ル ・フ ィ ン リー ・プ リー ズ ・モ ー ス の 瀕 死 の ヘ ラ ク レ ス

HerculemourantdeSamuel-Finlay-BreeseMorse》 とい う表 現 で あ る。
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オージュが 「反復法はレ トリックの中で最 も芳 しい花のひ とつである」(F.

B.,p.69)と 述べているように,ま た実際,《 また しても失敗だ》,《貧 り食

う》,《ウイキョウの酒精》 といった数々の反復表現が示唆的であった よう

に,こ の表現にも何か特別な意味が込められているのではなかろうか。振 り

返 ってみれぼ,175年 の時を経てふたたび目覚めたオージュは,実 にヘラク

レス然 とした怪力 を発揮 しつつ,1439年 の物語 に戻 ってきたのであった。

「彼の姿 に気づかなかった見習い料理人 の幾人かは,古 靴の強烈 な蹴 りを食

らって,ぶ っ飛んであちこちに落 っこちた」(F.B.,p.67)の である。 とすれ

ぼ,瀕 死のヘラクレスは,黄 金時代に住むオージュの今現在の姿なのではな

かろうか。また,発 明家にして画家のモースMorseの 名 には,ロ ーマ神話

における死神 モル スMorsが 潜 んでお り(さ らに言 えば,Finlayに も終

末=臨 終finが 潜 んでいる),瀕 死のヘラクレス=オ ージュを冥府へ と誘 う

かのようである。 とすれぼ,こ のような実に多元決定的な描写に嵌め込 まれ

た金 メダルが,『青い花』の前半最後の金であることも偶然ではないだろう。

先の料理長の話 と同様 に,一 切 は黄金時代の終焉を予告するかのように,こ

の居酒屋の風景 に収 まっているのである。

さて,最 後の金がネオン灯のちらつきを反射して明滅 しているかのような

この居酒屋で,シ ドロランはアルベールに何 を語るのだろうか。

一[… …]こ れ か ら は 自 分 で 料 理 を し な け れ ば な らな い し
,下 着 を

洗 っ た り,靴 下 を繕 っ た り,甲 板 を掃 か な けれ ば な ら な い。 こん な仕 事

は う ん ざ りだ し,そ れ に み ん な 女 が や る もの じゃ な い か 。 分 か るか い,

言 い た い こ と。(F.B.,p.99)

要 す る に,家 事 の一 切 を任 せ て い た 娘 ラ メ リー が 結 婚 す る の で,彼 女 に代

わ る家 政 婦 の世 話 を依 頼 し て い るの だ が,シ ドロ ラ ンの 言 う と こ ろの 「ア ル

ゼ ンチ ン の[=銀 の]淫 売 屋bordelargentinや 石 油 の ハ ー レム 」(F.B.,p.

100)で 金 を稼 ぐ娘 た ち は,ど こか 遠 くの 地 へ と移 住 し て 豊 か に 暮 らす 銀 の
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時 代 を 思 わ せ る。 また,ア ル ベ ー ル の述 懐 「まっ た く,あ い っ ら と きた ら,

や た ら熱 心 な 植 民 地 開 拓 者colonisatricesだ 」(F.B.,p.101)の 方 は,先 の

《鉄 の 時 代 に 固 有 の 解 決 法 》 を想 起 させ る。 つ ま り,最 後 の金 を語 る に 際 し

て,テ ク ス トは用 意 周 到 に銀 と鉄 とを場 面 の 中 に潜 ませ て い るの で あ る。 こ

れ に加 え,家 事 を 女 性 の 労 働 と決 あ つ け る シ ドロ ラ ンの 口 ぶ りは,『 規 範 』

が 語 る 《サ ビニ 女 の誘 拐 》 を 強 く想 起 さ せ る。 そ れ は 「性 欲 は 同 姓 愛 に よ っ

て 鎮 め得 るの で あ るか ら,こ れ を満 た す とい う よ りは,自 分 た ち の た め に働

く奴 隷 を獲 得 す るた め に」(H.M.,p.69)女 性 を誘 拐 す る とい う もの で,実

際,シ ドロ ラ ン は 「基 本 的 に 彼 女 を性 的 に所 有 す る こ とに は こだ わ らな い 」

(F.B.,pp.99-100)と 語 り,ま た,テ ク ス トは ア ル ベ ー ル の 同 性 愛 を灰 め か

す こ と も忘 れ て い な い28)。 そ の 彼 は シ ドロ ラ ン に 「君 が 彼 女 た ち に 申 し出 る

もの は未 来 で は な い 。 仕 事 な ん て,彼 女 た ち に は うん ざ りだ 」(F.B.,p.100)

と述 べ て い るが,も し この 身勝 手 な希 望 が 叶 うな ら ば,そ れ は実 に シ ドロ ラ

ン ら しい 解 決 法 で あ る。 彼 は この 《誘 拐 》 に よ っ て,し か も これ を他 人 任 せ

に し て お い て,自 ら は労 働 を避 け続 け る こ とが 可 能 とな る の で あ る。 彼 が 求

め る家 政 婦 は い つ現 れ,ど の よ う な食 を シ ドロ ラ ン に もた らす の か 。 だ が,

それ は後 の 話 で あ る。

II-5.1439年(そ の5):絶 対的な危機 と黄金時代の終焉

話が込み入ってきたので,こ れまでの読みを整理 しておこう。食を嘆 くシ

ドロランとは対称的にひたす ら貧 り食 うオージュは,1264年 の物語 におい

て,城 の外で夕食 を食 い損ないはしたものの,金 貨の横溢する彼の城 は黄金

時代の隠喩であった。聖王ルイとは一悶着あったが,1439年 の物語 に移 る

とともか く金は守 られ,オ ージュは紛 う方なき黄金時代の住人 として目覚 め

てすぐに貧 り食 った。ジル ・ド・レの解放のためにパ リに向かう途中で食 し

た ものも実に豪勢だったが,こ れが きっかけとなってオージュはシャルル7

世に対する謀反 に加わることになった。危 うい雰囲気が漂 う中,テ クス トは

ここでキュヴ トンをシ ドロランの平底舟 に向かわせ,銀 の時代の人間なの
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か,と 問わせておき,き わ どい ところで,否,と 答 えさせた。 しかし,謀 反

が不調に終わ り,彼 一人が国王 と対峙することとなった時,城 の蓄 えが残 り

少ないことが料理長の話で明 らか となる。相変わ らずオージュは意 に介 して

いないようだが,銀 の時代は確実に近づいてお り,こ れに呼応するかのよう

に前半最後の金がシ ドロランの物語に挿入 された。 この金が瀕死の黄金時代

を象徴す る記号で,同 時に想起 された銀ないし鉄が終焉後の時代 を暗示する

ものであるとするならば,シ ナリオに唯一欠けているものは絶対的な食の危

機である。 これまでの ところ,我 々の拘束的な読みに破綻 はなかった と思わ

れるが,こ れが是認 されるためには,オ ージュが真に絶望的な空腹 を経験す

る必要がある。果たしてシナリオは完成するのであろうか。

さて,な かなか姿 を見せない王の軍隊を待っ間,オ ージュは気晴らしに狩

に出向 くことにした。そこで何故か絶滅 したはずのマンモスに遭遇 し,大 物

狙いに用意 しておいた自慢の大砲 は踏み潰 され,家 来 も,馬 も,犬 も,ム ス

カイヨも,愛 馬 デモステーヌさえもが逃げ出してしまった。森に一人取 り残

されたオージュは 「剣 をさやに収 め,そ れから少しばか り歴史状況 を凝視 し

ようと試みた」(F.B.,p.104)。 彼が 《歴史状況situationhistorique》 を凝

視するのはこれが三度 目で,先 の二つはいずれも1264年 と1439年 の物語の

冒頭であった。つまり,こ の象徴的な行為は時代の節 目を表わす もので,こ

こで彼が 目にする 「森林然 とし誰 もいない」(F.B.,p.104)歴 史状況 は,一一

人迷 うこの深い森においてやがて語 られるであろう劇的な出来事を予感 させ

る。実際,テ クス トはこの場面 を利用 して,食 の不安 とは無縁 と思われた

オージュもまた 「質素な食事を,ま してや食事がないことを何よりも恐れて

いる」(F.B.,pp.104-105)こ とをはっきりと述べ,事 実,オ ージュはここで

初めて 《腹が減 るj'aifaim》 という表現 を口にす るのである29)。いよいよ

高 まる破局の予感。ただな らぬ雰囲気が漂 う中,オ ージュはどうにか一軒の

小屋 に辿 り着いた。 しかし,公 爵の身分を告げても戸は開かない。何度命 じ

ても鍵は閉 じられた まま。 これ をこじ開けたのは,情 けに訴 える策略 として

叫んだ 《腹減ったj'aifaim》 の一言。だが,こ れが切実な絶望 の言葉 とな



60 人 文 研 究 第105輯 二

る時がいよいよ訪れる。オージュを招き入れた木 こりの娘 リュシュールは,

この高貴なる客人をもてなそうとフランス革命歌 を踊るが,時 代錯誤の革命

であって も封建貴族オージュの気には入 らない。歌を娘に教えた父親 を縛 り

首 にしてや るというオージュに対 して,「 パパ を吊るしたいのでした ら,料

理 を火の中にぶちまけます よ」(F.B.,p.108)と 相手の弱みをつ く小娘。緊

迫する睨み合い。ついにオージュは実力行使 に出た。

公爵 はこっそりと立ち上がり,指 を焼 けどする危険を冒 して土鍋 に飛

び掛ろうとしたが,娘 は領主の動きを注意深 く見ていた。彼がついに突

進した時,ば しゃっ,栗 も団栗 も胡椒の粒 も炎のなかへ真っ逆 さま。そ

れ らは炭火に姿を変 えた。

一 またして も失敗だ
,と 公爵 はつぶや く,木 こりの娘を殴る元気さ

えなく。(F.B.,p.109)'

例 の シ ドロ ラ ン の嘆 きで あ る。 オ ー ジ ュ は 「や れ や れ腹 が 減 っ た,や れ や

れ腹 が 減 っ た,本 当 に は らぺ こだCequejepeuxavoirfaim」(F.B.,p.109)

と嘆 き続 け るが,直 訳 す れ ば 「私 が 空 腹 に な る こ とが あ り得 る な ん て 」 とい

う意 味 で,こ れ ま で は想 像 もで きな か った 決 定 的 な危 機 を,彼 は,今,こ こ

で,知 っ た の で あ る。 こ こで と言 うの は,「 い い か,わ し は 自分 の家 に い る

の だ 。 こ こで は全 て が わ しの も の だ,森 も林 も木 こ り も藁 葺 き も娘 も」(F.

B.,p108)と あ る よ う に,オ ー ジ ュ は絶 対 的 な 空 腹 を,パ リや 遠 くの ど こ か

で はな く,ま さ し く 自分 の 領 内 で 味 わ った か らで あ る。 黄 金 時 代 の終 焉,破

局 の シ ナ リオ の 完 成 で あ る。

II-6.1439年(そ の6):減 退 的 な解 決 法

この 時,オ ー ジ ュ が 思 った こ と は何 か 。

一 本 当 に
,こ こ に は他 に食 べ る も の は な い の か 。[… …]も ち ろ ん,
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こ こ に,こ の 若 い人 間 が い る。 友 に して 戦 友 の ジ ル ・ ド ・レ!ならば,一

瞬 た り と も躊 躇 しな か った こ とで あ ろ うが,わ し は も う十 分 に厄 介 な 話

を背 負 い込 ん で い る 。(F.B.,p.110)

この時代の物語でしばしぼ話題 となった人食い元帥ジル ・ド・レの意味す

るところが,よ うや くここで明らかとなる。口減 らしである。オージュの領

内は飢饅であった。この地を離れることな く,か つ相変わ らず労働なしに食

物 と人口 との均衡 を維持 しようとするならば,食 物 は増えないのだか ら意図

的に人口を減 らす しかない。『規範』はこれ を 《減退的な解決法solutions

d6perditives》 と呼び,「 こうしてひとつの擬似的一黄金時代が,集 団の生

賛に供された成員(胎 児,低 年齢の子供,老 人)を 犠牲にして確立され る」

(H.M.,p.48)と している。ここで先にまとめておいた 『規範』の筋立 てに

戻 って言えば,黄 金時代 を失った人間は,銀 の時代 に向か うのではな くし

て,こ の解決法を採 ることもあ り得 る。物語 において1003人 もの幼子を虐

殺 し食 した とされ るジル ・ド ・レの怪物性 は,実 際 に食すか どうかは別にし

て,こ の陰惨 な口減 らしの極端 に歪められた寓意に他ならない。

結局のところ,オ ージュは減退的な解決法を採 らなかった30)。それどころ

か,食 の危機の元凶たるリュシュールを妃 として自分の城に迎 え入れたので

ある。すなわち,黄 金時代の終焉の受け入れである。「彼 ら[=起 源の人間]

を打ちひしぐ最初の不幸が彼 らを歴史の中へ と投げ込み,こ うして年代史が

始 まる」(H.M.,p.24)と あるように,真 の空腹 を知って しまったオージュ

は,も はや起源の幸福 に回帰す ることはで きない。実際,《 厄介 な話=歴 史

histoires》 を理由に娘を食すことを躊躇するオージュは,こ の絶対的な危機

を契機 として,こ れ まで自らの物語から排除しようと努めてきた歴史を,こ

こで初 めて自らの ものとして受 け入れたかのように見 える。だが,果 た して

そうか。「人生においては策 を弄せねばな らぬ」(F.B.,p.93)を 信条 とす る

オージュのこと,何 か悪知恵 を働かせているのか もしれない。オージュは

リュシュールを食の対象 とはしなかったが,「 彼 らは明 け方 まで遊 んだ」
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(F.B.,p.110)が 暗示するように,彼 はこの娘を性の対象 として生かした。

減退的な解決法 に訴 える ことな く,か つまた性欲 を制限す ることもな く,

「最善の状態に最 も近い解決策の採用の原理」(fl .M.,p.57)に 従 って食の危

機 を克服するには,よ り豊富な食物を他の場所に求めるか,あ るいは何 らか

の僥倖により食物量がふたたび増加に転ずる以外にない。いずれにせよ原初

の気安さは永遠に失われてしまったのであ り,こ れらが可能であるとしても

擬似的な黄金時代でしかない。すなわち銀の時代である。今後,彼 の城はそ

の よ う な も の と し て様 変 わ りす る の で あ ろ うか 。 そ し て ま た リ ュ ス ユ ー ル

は,い かなる策術のために城の住人 となったのか。
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2)『 規 範 』 の 《慣 性 の 原 理 》 に は こ う あ る 。 「ひ と つ の 集 団 が み ず か ら 消 滅 す る

こ と は決 し て な い。 そ の 最 終 的 な 破 壊 を 完 遂 し そ の 消 滅 を確 実 な もの と す る た

め に は,な ん ら か の 外 的 な 力 の 介 入 が 常 に 必 要 で あ る。 例 え ば 外 国 に よ る征 服

や 大 災 害 な ど」(H.M.,p.87)。

3)Jean-YvesPouILLoux,LesFlezarsbleuesde地y窺o雇Qzaeneau,Gallimard,

《Foliotheque》,1991,p.151.

・4)Ibid .,p.164.

5)拙 論 「レ ー モ ン ・ク ノ ー の 『ひ とつ の 規 範 的 な 歴 史 』 に お け る歴 史=物 語 の

終 焉 に つ い て 」,『 人 文 研 究 』102号,小 樽 商 科 大 学,2001。

6)オ ー ジ ュ の 口 を と お し て 明 示 さ れ る 《夢 》,《 言 葉 》,《 歴 史 》 と い う 三 つ の

テ ー マ 系(F.B.,p.40)に,様 々 な 引 用 な い しパ ロ デ ィー が 絡 ま りあ っ て い る 。

7)「 ど う し て 読 者 に あ る程 度 の 努 力 を 求 め て は い け な い の だ ろ うか 。 我 々 は い つ

もす べ て を 説 明 し て し ま う,読 者 に 。 彼 は 最 後 に は,自 分 が こ ん な に も侮 辱 的

な 扱 い を 受 け る こ と に,気 を 悪 く し て し ま う の だ,読 者 は。」(Raymond

QuENEAu,《Pri6red'ins6rerdeGueuledePierre》inIVRF,no254,Gallimard,

1934.)

8)こ こ で は 言 葉 遊 び の 内 容 に は 立 ち 入 ら な い 。 な お,同 様 の 歴 史 状 況 の 記 述 は

冒 頭 に お い て三 度 繰 り返 さ れ て お り(F.B.,pp.13(×2),15),い ず れ も 《ノ ル マ

ン人 の カ ル ヴ ァ[ド ス]》 で締 め く く られ,『 青 い 花 』 の 反 復 性 を 強 調 し て い る 。
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9)F.B.,ppユ7,31,52,112,125,159.

10)F.B.,pp.67,69,73,119(×2),178.

11)ク ノー は 「人 間 が 労働 な しに豊 富 な食 物 を獲 得 し,そ の終 焉 を予 見 しな い よ

うな一 時期 を黄 金 時代 と呼 ぶ」(H.M.,p.26)と 定 義 してい る。

12)シ ドロラ ンの物語 には こ こまで6度 登場 してい る(F.B.,pp.19,20,21(×3),

31)。 全体 で64度 反 復 され る この記 号 は,今 後 『青 い花 』 の主 旋 律 とな って い

く。

13)ノ ー トル ・ダム の工事 には3度 言及 されて い る(F.B.,pp.15,18,27)。 これ に

対 応 して,シ ドロラ ンの 物語 の 冒頭 にお い て も,ひ とつ の建 物immeubleの 工

事 が開 始 され る(F.B,p.28)。 以 後,工 事 とい う意味 で の 《travaux》 は これ を

最 後 に しば ら くテ クス トの 表面 か ら姿 を消 すが,そ の象徴 的 な意 味 は,時 を経

る に したが っ て次 第 に明 らか となって い く。 な お,先 に ふ れた 《労 働 者》 を挟

み込 むふ たつ の鉄 は,こ の 「作業 中の建 築 物batiment」(F.B.,p.45)に 関 す る

場 面 に挿入 されて い る。

14)た だ しオ ー ジュが歴 史 につ い て無 関心 だ とい うの で は な い。 む し ろ逆 で,彼

はオ ネ ジフ ォール に し ば しば 《一 般 的 な全世 界 的 歴史 と個 別 的 な一 般 歴史1'his-

toireuniverselleeng6n6ralet1'histoireg6n6ra五eenparticulier》 につ いて問 い

か けてい る(F.B.,pp.40,54,59,88-89)。 これ は 『青 い花』 の根幹 に も関 わ る問

題 で あ るだ けに,こ こで は保 留 して お い て,我 々 の拘 束 的 な読 みが 終 わ った後

に改 めて検 討 した い。

15)オ ー ジュ は 「私 はメ ロ ヴ ェの直 系 で あ り,と い う こ とはカペ ー の奴 らな んか

私 に とって は まった く下 らない」(F.B.,p.75)と 述 べ て い る。 つ ま り彼 は フ ラ

ン クの第 一 王朝 の血 を引 い て お り,こ の意 味 で も起 源 の人 間 の後 喬 を思 わ せ よ

う。

16)F.B.,pp.54,55,56(×2),57,58.

ユ7)patrav6fiteorsと は聖 王が オ ー ジュ に課 した6657回 の 《(我らの)父 よPater

(noster)》,同 じ回数 の 《アヴ ェ ・マ リアの祈 祷av6》,そ の三 分 の一 の 《我 告 白

すconfiteor》 か らな る合 成語 。

18)実 際,パ リで は予 見 が働 くよ うで,「 閣下,と ムス カ イ ヨが言 う,あ な たが 予

見 してい た よ うに,事 は台無 しです。 私 た ちの 国 に戻 られた らいか が です 」(F.

B.,p.35)と あ る。

19)散 歩 以 外 に シ ドロラ ンの無 為 な生 活 にお け る活 動 を挙 げれ ば,後 に彼 自身 が
「私 の仕 事montravail」(F

.B.,p.117)と 称 す るペ ンキ塗 りが あ る。 とはい え,

これ で生 計 を立 てて い る とい うので は な く,誰 かが 彼 の平 底 舟 に 中傷 の落 書 き

をす るので ペ ンキ を塗 って消 して い るだ けで あ る。 い った い犯 人 は誰 な の か,

シ ドロ ラ ンの物 語 は次第 に一 種 の探偵 小 説 の ような雰 囲気 を帯 び てい く。

20)こ の表 現 は全 体 で15回 反復 され る。 なお,《campigne》 はク ノー に よる フ ラ

ンス語 化 。

21)古 フラ ンス語 にお い て 《鳥oiseau》 は 《oisel》で,そ の女 性 形 は 《oiselle》

で あった。

22)こ の時代 と平 行 す る シ ドロラ ンの物 語 の 冒頭 は省 略 す る。 この部 分 で は註14)

に示 したオ ー ジ ュの問 い に答 えるか の よう にち ょっ と した 歴 史談 義 が 展 開 され

てい るが,先 と同 じ理 由 に よ り以後 の課題 として お く。

23)論 述 の 関係 で逆 に なっ たが,《 倉 り食 うdるvorer》 が 初 め て用 い られ るの は こ
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の場面 で あ る。 したが って,ま ず金 貨 の横 溢 が 黄 金 時代 を想 起 させ,こ の動 詞

が そ れ を確証 す る と も言 える。 いず れ にせ よ,オ ー ジ ュが紛 う方 な き黄金 時 代

の住 人 で あ る ことに変わ りない。

24)F.B.,pp.80,81(×2),82(×2).

25)彼 は二重 の意 味 で労働 を知 っ てい る。 ひ とつ は文 字 通 りパ リ交 通 公 団 の運 転

手 として,も うひ とつ は喫茶 店 で の ラメ リー との 《舌学1anguistique》 の際 に,

熱烈 なラ メ リー の接 吻 を引 き離す 「作業travaux」(F.B.,p.48)を 行 った とい

う点 におい て。

26)実 際,キ ュヴ トンは ラ メ リー との 結婚 に は こだ わ って お らず(F.B.,p.77),

持参 金 が な い ことを知 る と 「そ う い う こ とで した ら,え え と,ど う しよ う,ど

う しよ う… …」(F.B.,P.82)と 結 婚 に対 し躊躇 さえ見 せて い る。

27)た だ し,オ ー ジ ュは新語 創造 の特権 を有 してお り,《 シエ ス タsieste》,《 ハ ン

カ チ ー フmouchoir》,《 平底 舟p6niche》 につ い て 「これ ら はわ しが 夢 に見 る

物 を指 し示 すた め に発 明 した 言葉 だ」(F.B.,p.42)と 述 べ てい る。対 す る シ ド

ロラ ンは,「 誰 で も当た り前 に新車 を持 つ」(F.B.,p.61)と い うの に免 許 さえ持

た ず,ま た 誰 が何 と言 って もテ レ ビを買 お う と しな い。 つ ま り,彼 は徹 底 した

慣 性 の原理 として,発 明 品 に具 現 され る歴史 の進 展 を遠 ざけ てい る よ うに見 え

る。

28)こ の こ とは,獄 中 の ア ルベ ー ル を思 っ て居 酒 屋 の 主人 オ ネ ジ フォール が 「カ

ウン ターの陰 で泣 き崩 れ る」(F.B.,p.266)場 面 に暗示 され て い る。 さ らに,こ

の 囚わ れ の アル ベ ール は,後 に言及 され るバ ス テ ィーユ に投 獄 され た マ ル キ ・

ド ・サ ドと も通 じ合 って い る。

29)「 腹 が減 りす ぎたj'aitellementfaimの で,そ いつ[=オ ー ジュが 巨大 な光 る

蛆虫 と思 ってい る もの]で ひ とつ軽 い食 事 とい くか」(F.B.,p.105)。

30)ク ノー も減 退的 な解 決法 は 「(労働 と同様 に)こ の時代 の 気安 さ と も安 定 した

周期 的 な解決 と も両立 しない」(H.M.,p.59)の で認 め る ことはで きな い と述 べ

て い る。


